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1 はじめに

近年地球流体データは爆発的に増加しており，一般
の科学者が低コストで尚且つ簡単に検索・公開を実現
できるツールが必要とされている．そこで我々は，地
球流体物理科学者のためのデータアーカイブサーバ構
築支援ツール：Gfdnaviの開発を進めている．
本稿では，データ属性の探索的検索を利用する新し
いインタラクションモデルを採用したデータの検索方
法について，そして検索結果を取り扱う機能について
述べる．

2 Gfdnavi

地球流体科学者のためのデータアーカイブサーバ構
築支援ツール：Gfdnaviは，地球流体物理科学者が個
人で持つ膨大な科学データをローカルで検索したり，
共同研究者や同分野の科学者同士でデータを共有する
ということを簡単に実現することを目的としたツール
である．また，Webサーバ上でWebサイトとして利
用することも可能である．

Gfdnavi上では科学データを検索・可視化・分析する
ことが可能であり，我々はデータ検索部の開発を行っ
ている．

2.1 検索インタフェースの問題点

Gfdnaviでは全ての科学データが持つ属性として時
間属性・空間属性，そしてそれ以外の属性値をキーワー
ド属性として，各科学データに３種類の属性を定義し
ている．そして検索インタフェースでは，空間領域,時
間領域,キーワードのどれかを指定すると画面の下部
に検索結果のリストが表示される．
しかし，この先行研究 [1]のバージョンの検索イン
タフェースには，
・公開者により異なる属性名の検索が困難
・空間領域以外の条件では絞込み検索を重ねることが
できない
という改良すべき二点がある．

3 探索的検索を利用する新しい検索インタ
ラクションモデルの実装

ユーザにとってのより簡単なデータの検索のために
は，前述した二点を中心とした改良が必要である．

3.1 探索的検索

求めるものが明確にどのようなものかはわかってい
ない場合，試行錯誤しながら徐々に必要とするものに近
づいていく検索方法を本稿では「探索的検索」と呼ぶ．
探索的検索の代表的な手法にFaceted Navigation [4]
がある．絞込み条件の選択肢としてあらかじめ設定さ
れている属性値を，結果を見ながら変えるだけで容易
に探索的検索を行うことが可能である．ユーザは自分
で問合せ文を記述する必要がなく，システムにナビゲー
ションされる様にして簡単に検索が行える．

新しい検索インタフェース（これ以降Gfdexplorerと
呼ぶ）は，Faceted Navigationを取り入れた図 1に示
す新しい検索インタラクションモデルを採用し，ユー
ザに探索的検索を促す．

図 1: 新しい検索モデルのインタラクションイメージ

topページを開いてから次に topページを開くまでに
行った絞込みまでを一回の検索セットとし，その中で
絞込みに使われた条件を，一つのクエリセットとして
まとめて記録する．データを属性によって分類・グルー
ピングし，属性リストとして表示された中からユーザ
絞込み条件を選択すると，その条件はクエリセットに
追加される．（図 1中 (a)，(c)）クエリセット中の条件
全てを満たすデータが結果として返され，検索が行わ
れる度にデータは分類され，リストが更新される．リ
ストからの選択を繰り返していくと複数の条件での絞
り込みができる．
また，得られた結果を見てユーザが以前使ったある
条件を取り消すということもある（図 1中 (c)）．その
場合はクエリセット中の取り消す条件以外の条件を満
たす検索結果を返す．
このモデルにより，ユーザはリスト中から属性値を
選んでいくだけで簡単に必要とするデータを取得でき，
容易な検索結果の比較も可能である．
以下，このモデルを実装した後の各属性部分と，新
たに追加した機能について述べる．前提として，全て
の属性について探索的検索が可能となっている．また，
図 2に Gfdexplorerを示す．

3.2 キーワード属性

絞り込み対象である各データのキーワード属性すべ
てをリストアップする．ユーザはリストアップされて
いる値をクリックして選択すると絞込み検索が行われ
る．リスト部分も更新され，今絞り込んだキーワード
以下，更にどのようなキーワードで絞り込めるかをま
たリスト表示する．
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図 2: 新しい検索インタフェース：Gfdexplorer

3.3 空間属性と時間属性

空間属性による検索に関してはデータは領域を持
つので表示する際に，”all covered”，”partial cov-
ered”，”point” の３種類に分けた．データの種類を
選ぶとそれぞれのデータが地図上に現れる．（図 2(c)）
GoogleMap上で範囲を指定し，検索を行う．
時間属性の検索では，GoogleMapの下にあるバーで

start timeと end timeを指定し，時間の範囲の絞り込
みを行う．また空間属性と同様に領域を持つデータな
ので，データを空間属性と同様の３種類に分けた．バー
で絞り込んだ時間領域の中に属するデータを，データ
別に表示する．（図 2(d)）

3.4 検索条件：Query Conditions

検索条件の編集を行うことができる．まず絞込み検
索を行うと，Gfdexplorerの左上にどのような条件で
絞込みを行ったかが表示される．(図 2(a)）
各条件の左にあるボックスにチェックを入れるか外
すかで、その条件を絞込みの条件として使用するかど
うかを変更できる．よって一度複数条件で絞り込んだ
結果からある条件を除いた検索結果や，ある検索結果
からいくつかの条件を他の条件に入れ替えた際の検索
結果を容易に導くことができる．

3.5 検索結果の表示：Results

Gfdexplorer 下部に，絞込み検索を行った結果が
表示される．データは意味のあるディレクトリ別に
分けられていることが多いので，パスの階層構造を
利用して表示する．図 2(e) の場合は，QueryCon-
ditions 部でチェックの入っている二つの条件で絞
込みを行った結果が表示されている．この場合は，
/samples/sonde operational/std plevの更に下にある
91165.splncディレクトリと 76805.splncディレクトリ
内のデータが結果として表示されており，図 2(e)のよ
うにデータ同士の階層構造における位置がわかる．

3.6 クエリヒストリとキャッシュ機能

我々はデータベースの中に，query historiesという
テーブルを用意した．その中身を図 3に示す．但し図
では見易さの為に表として表示する．

図 3: query historiesの中身

また，クエリセットの idのみをキャッシュに保存す
ることとした．例えば図 2(a)で二つの条件にチェック
を入れ，更に絞込みを重ねる場合を考える．この検索
のクエリセット id は 3 とすると，キャッシュテーブ
ルに保存されているクエリセット id が 3 のもの (図
3中の idが 3と 4の絞込み)との ANDを取り，それ
を検索の結果とする．新しく加えられた絞込み条件は
query historiesに追加される．（図 3中 id5）
しかし現在キャッシュ機能を使うにあたって，キャッ
シュデータがいたずらに増えてしまう可能性があると
いう問題点がある．この問題に対して二つの解決策を
考案中である．
また，ディレクトリ構造を考慮したキャッシュの圧
縮方法についても考察中である．

4 まとめと今後の課題

本稿では地球流体物理科学者のためのデータアーカ
イブサーバ構築支援ツール：Gfdnaviのシステム構成
のうち，データ検索部におけるデータ属性の探索的検
索を利用した，より簡単に低コストでユーザがデータ
の検索を行うことのできるインタフェースの実装につ
いて述べた．
今後，更に考察・実装を進めていく予定である．
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